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第１号議案 

平成２６年度事業報告 

 

Ⅰ はじめに 
 

京都伝統産業交流センターは、平成８年７月に伝統産業の振興を目的として設立され
た。京都の伝統工芸品７４品目を一堂に集め、市民や観光客に伝統工芸品を体系的に紹
介する国内でも有数の展示場「京都伝統産業ふれあい館」の管理運営を開館当初より京
都市から受託しており、平成２４年４月１日に公益財団法人に移行した。 

「ふれあい館」の来館者数は、平成２２年度から３年連続で２０万人台を維持したが、
平成２５年度から２年連続減少している。 

一方で、京都の伝統工芸品の素晴らしさを全国にＰＲするため平成２４年３月にス

タートしたオンラインショップ京もの専門店『みやび』は、事業３年目にして売上高ベー
スで約１６００万円となり（対前年比１．７５倍）、展示品販売も伸びつつある。 

平成２７年度においては、業界の皆様のご協力のもと展示に加えて提供事業にも注力
しつつ、「ふれあい館」が業界・訪問者の様々な交流を促す取組も進めていく。 
 

 

＜来館者数の推移＞                ＜月別の来館者数内訳＞ 

  

 

 

 

 

    

年 

月    

平成２６年

度来館者数

（人） 

平成２５

年度来館

者数（人） 

前年度

比（％） 

４月 １５，４０７ １８，０４４ －１５ 

５月 １４，１９６ １７，３６３ －１９ 

６月 １１，３５１ １４，６２２ －２２ 

７月 １３，１５３ １１，８３０ ＋１１ 

８月 １４，３５０ １５，５４３ －８ 

９月 １４，６４０ １６，８１０   －１３ 

１０月 １６，４８５ １７，９６７ －８ 

１１月 １４，４７９ １７，４２１ －１７ 

１２月 ９，４４７ １０，５９２ －１１ 

１月 ９，２０５ １０，９２２ －１６ 

２月 １２，０８４ １２，５３４ －４ 

３月 １５，２７４ １７，７８０ －１４ 

小計 １６０，０７１ １８１，４２６ －１２ 

 

年度 来館者数（人） 前年度比（％） 

２２年度 ２１３，３９５ ＋８２．５ 

２３年度 ２０９，８００ －１．７ 

２４年度 ２１５，２８１ ＋２．６ 

２５年度 １８１，４２６ －１５．９ 

２６年度 １６０，０７１ －１１．８ 

100

120

140

160

180

200

220

8 10 12 14 16 18 20 22 24 26

千
人

年度



2 
 

Ⅱ 事業 

１ 常設展示事業 

（ア）常設展示場 

展示内容の魅力向上及び来館者へのサービス向上のための取組を実施した。 

①  学校やグループ、外国人観光ツアー団体などに対して、見学に合わせて説明を 

行った。（９０団体／３，１８６人） 

②  業界団体の協力を得て、四季折々の魅力ある展示替えを実施した。 

（９７回／４２２点） 

③ 京都検定合格者で組織するＮＰＯ法人「京都観光文化を考える会 都草」の協力を

得て、伝統産業の背景となる京都の文化や歴史について、見学者に解説した。 

（土・日各１名で延べ１０９人） 

   ④ 「岡崎ときあかり」事業との連携により、夜の岡崎の盛り上げとＰＲを行った。 

⑤ 「伝統産業の日」事業の期間中、業界団体の協力の下、職人実演に加え「伝統工芸

ミニセミナー」を開催。伝統工芸品の制作工程や苦労話等を講演いただいた。                                  

       
（写真：岡崎ときあかり時の地上入口）    （写真：伝統産業の日）        

（イ）イベントルーム 

当財団主催の企画展や関連業界団体との共催事業、常設展示との相乗効果が期待でき 

る展示会、体験教室などを実施した。（３０事業／延べ１６３日）     

（ウ）ギャラリー 

業界団体の協力により、「京鹿の子絞工芸美展」や「伝統的工芸品１７品目展」などの

企画展示を年間を通して１０回実施。企画展ごとに展示チラシを作成し、広報宣伝活動

を行った。 

＜参考＞ギャラリー取材件数  

 

 

 

「京都市博物館ボランティア 虹の会」の協力を得て、ギャラリー展示品の紹介や来

館者とのコミュニケーションに努めた。（土・日・祝各２名／延べ１７５人） 

 テレビ 新聞 ラジオ その他 

２５年度 ４件 ２２件 １件 ３件 

２６年度 ９件 ６件 １件 ２件 
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（写真：伝統的工芸品１７品目展）  

 

２ 振興・啓発事業 

摺型友禅染体験事業 

伝統技法に則り、世界に一つしかない自分ものが製作できる摺型友禅染体験事業を実 

施。平日は、予約制により修学旅行生や団体を中心に受け入れ、土・日・祝日は、家族 

連れや少人数グループを随時受け入れた。また、京都マンガアニメフェア（「京まふ」） 

と連携し、アニメの型を使った摺型友禅染の体験も実施した。 

 参加者数（人） 前年度比（％） 

２２年度 ４，４７１ ＋１３ 

２３年度 ３，９６３ －１１ 

２４年度 ３，４８１ －１２ 

２５年度 ４，４９７ ＋２９ 

２６年度 ４，６１２ ＋ ２ 

   

（写真：摺型友禅染体験）          （写真：「京まふ」に関連した摺型友禅染体験） 

 

３ 「匠と舞」事業 

地域における雇用機会の創出と将来の需要開拓に向けた取組の実施を図るため、国の緊急

雇用対策交付金を活用した京都市からの受託事業として、平成２１年６月より「匠と舞」事

業を実施した。常設展示場において職人による伝統工芸品の製作実演を行うとともに、歩く

伝統産業ともいえる舞妓さんによる舞台を披露し、「ふれあい館」への集客や伝統産業の積

極的なＰＲを図った。 

（ア）制作実演 

常設展示場内において、伝統工芸品の製作実演を行った。 
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（イ）舞妓舞台 

毎週日曜日（約１５分間×３回）、花街の舞妓さんによる舞台を開催し、舞妓の衣装

や装飾品に使われる各種の伝統工芸品（西陣織、京友禅、花かんざしなど）の解説な

どを通して、京都の花街の伝統と文化を支えてきた伝統産業をＰＲした。 

     

４ 広報広聴事業 

（ア）広報宣伝活動 

   （１）観光客へのＰＲ事業 

① 旅行会社や雑誌等のマスコミ関係者へふれあい館や「匠と舞」事業のチラ

シを送付し、各種媒体を通じてふれあい館をＰＲした。 

② 京都市観光協会等でチラシを配布した。 

   （２）修学旅行・市内小学校からの誘客の取組 

① 修学旅行パスポート事業へ参画した。 

② ジュニア観光大使と連携し、体験教室のレポート等を依頼した。（ＧＯＧＯ

土曜塾等に掲載） 

③ きょうと修学旅行ナビのホームページで、ふれあい館を紹介した。 

   （３）外国人観光客集客の取組 

① 英語版ホームページの掲載内容を充実するとともに、職人実演の動画を挿

入し視覚的に訴えるなど、外国人に向けた情報を広く発信した。 

② 工房ツアーを試験的に行い、受入側の注意点等を洗い出した。 

   （４）その他の取組 

① ふれあい館の印刷物について、文化観光施設等での配架を依頼した。 

② 各種団体が国内外で展示会等を実施する際に、京都の伝統産業を紹介する

ＤＶＤ（日本語、英語）の貸し出しを行った。 

③ 京都市観光協会と協力して市内体験施設を紹介する「京都観光マップ」を

作成し、ホテル・旅館・エージェント等に配布した。 

④ テレビ・新聞等のマスコミ関係者に取材を依頼した。 

       ⑤ 京都市勧業館内において、土・日・祝日には案内スタッフを配置した（各

日２名）。 

       ⑥ ラグジュアリー層向けカタログのウェブ版を作成した。 

           

              

（イ）広聴活動 
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ご意見承り箱の設置（ギャラリーと展示場） 

回答１４５人 「良かった・感動した」１０３人 

        要望・苦情      ３４人 

 

５ オンラインショップの運営 

   平成２４年３月から、オンラインショップ「京もの専門店『みやび』」の運営を行って

いる。このオンラインショップは、楽天市場の中で、京都の伝統工芸品の販売促進と新た

な需要開拓のため、２０代～４０代の女性をターゲットとし、現代ニーズにマッチした伝

統工芸品の魅力を全国の消費者に効果的にＰＲするとともに、実際に販売している。平成

２６年度末の出品数は約５００点であり、注文は、北海道、東京、九州等、京都以外がほ

とんどである。 

   平成２６年度の試みとして、京もの親善大使“みやびはん”が職員と共に市内のイベン

トに参加し、京都の伝統工芸品のＰＲ活動を行った。また、販路拡大に向け、関西のみな

らず首都圏内の有名デパート催事への出展やＮＹのセレクトショップにも出品。新たな顧

客獲得と売上増に繋がったが、一方で経費もかなり嵩み、収益にはつながらなかった。 

   なお、“みやびはん”の活動は平成２７年３月をもって修了とした。 

  

 

＜職人とコラボ企画報告＞ 

新商品の開発を通して「みやび」の売上増加及びＰＲはもとより、京都の伝統産業の振

興に資することを目的として実施した。２６年度は「現代のライフスタイルに合わせた商

品」として、見た目だけではない「収納しやすい」「多機能でオールラウンドに使える」

商品をデザイナー１名・職人２名とともに開発。 

２月１３日・１４日に東京ＫＩＴＴＥで開催されたＢＲＡＮＤ ＮＥＷ ＫＹＯＴＯプ

ロジェクト ２０１５の展示販売ではみやび売上９０６，２４２円の内５４，３２４円を

売り上げた。 

  ○デザイナー：芦田秀一氏 

  ○職人：田中めぐみ氏（竹工芸） 

        フルーツボウル、ワインバッグ、 

  コースター、薬味さじ 

      津田友子氏（陶芸） 

        調味料入れ（ソルト、ペッパー）、 

つまようじ入れ、薬味入れ、 
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ワインストッパー、山並みライト 

（参考）「みやび」売上内訳（Ｈ２６年度） 

 

（参考）「みやび」売上（２５年度） 

 

 

 

（参考）「みやび」売上（２４年度） 

 

 

 

６ 「伝統産業の日」事業 

   「伝統産業の日」の関連事業として、「ふれあい館まつり」を実施した。 

 ・「匠と舞」 ３月２１（土）２２（日）の２日間、舞妓舞台（それぞれ３回ずつ） 

・「伝統工芸ミニセミナー」 伝統産業職人の実演に合わせた製作過程の紹介や技に 

関するセミナー（業種 京表具、京繍、京七宝、薫香、京漆器、京組紐、京竹工

芸、京念珠） 

 ・「ふれあい館」常設展示場内に「京とＰｒｏｄｕｃｔ」展示 

      

 

 

 人数 品目 個数 金額（円） 楽天経由外含む 

（人数・個数・品数は含まず） 

４月 ４６ ２７ １０１ ６３８，７１８ 京都市動物園 

５月 ６１ ４２ １０２ ６１３，７３４ 渋谷ヒカリエ・ゼスト御池 

６月 ６７ ４５ １２２ ２，４４４，０１７ ＪＲ京都伊勢丹・農業委員会 

７月 ５６ ４２ ８８ ７１２，７５６ 夏の京もの祭・ふるさと納税 

８月 ５１ ３４ ８９ １，２５０，６７０ 夏の京もの祭・ふるさと納税・国際課推進室他 

９月 ５８ ３４ ９７ １，４４６，６２５ 夏の京もの祭・京都らしいＭＩＣＥ・三越伊勢

丹新宿本店他 

１０月 ４１ ２９ ７６ １，１５４，４６３ ＪＲ京都伊勢丹・三越伊勢丹新宿本店他 

１１月 ７８ ３８ １３４ １，４６７，９２８ 日本酒条例サミット・京都らしいＭＩＣＥ他 

１２月 ８７ ５７ １５９ ８７９，４０７ 地球温暖化対策室・Ｊ＋Ｂ Ｄｅｓｉｇｎ 

１月 ６６ ３８ １７３ １，６５６，４８１ 三越伊勢丹新宿本店・ふるさと納税他 

２月 ８７ ４２ １５９ ２，４２３，２７３ ＢＮＫ・京都らしいＭＩＣＥ・京都コンベン

ションビューロ他 

３月 ９４ ４７ １８６ １，０６３，０１５ 京都コンベンションビューロ、Ｊ＋Ｂ Ｄｅｓ

ｉｇｎ他 

合計 ７９２ ４７５ １，４８６ １５，７５１，０８７  

 人数 品数 個数 金額（円）  

合計 ５６６ ８２４ １，０２９ ８，９８６，０５１  

 人数 品数 個数 金額（円）  

合計 ２２７ ３１６ ５３２ ３，３０８，００９  
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７ 図書室利用状況 

平成２６年度の図書室の入室者は１２，８７７人、貸出冊数は５０３冊 

＜利用状況＞ 
年度 入室者（一日平均） 前年度比 貸出し冊数（一日平均） 前年度比 

２６年度 １２，８７７人（３６人）             ＋１２％ ５０３冊（１．４冊） ― １３％     
２５年度 １１，５２６人（３３人）             ― ８％ ５８１冊（１．６冊） ―  ７％     
２４年度 １３，０１５人（３７人） ＋１０％ ７６６冊（２．２冊） ＋  １％ 

８ その他の事業 

（ア）イノベーション検討会議 

    ふれあい館の活性化を図るため、外部アドバイザー４名の協力を仰ぎ、目指すべき方

向性を議論いただいた。 

    【外部アドバイザー】 

     ○小山明美氏＜ザ・リッツカールトン京都 チーフコンシェルジュ（当時）＞ 

     ○服部滋樹氏＜ｇｒａｆ代表、京都造形芸術大学教授＞ 

     ○金谷勉氏＜セメントプロデュースデザイン代表取締役社長、京都精華大学非常勤講師＞ 

     ○山下順三氏＜スペースマジックモン代表取締役＞ 

    【会議で出されたリニューアルの方向性】 

     ○重点ターゲットの設定 

     ○伝統産業の魅力を伝える観光施設・普及啓発施設としての機能の充実 

     ○販売促進機能の充実 

     ○異業種交流機能の充実 

     ○運営組織の体制強化 

     ○広報ＰＲ力の強化 

     ○「京都伝統産業ふれあい館」の名称変更 

 

（イ）工房ツアー 

    外国人観光客の取り込みを図るため、工房等訪問ツアーを試験的に実施。受入に必要

な準備等も含め、アドバイザーの意見を工房とも共有した。今後、本格的な実施に向け

積極的な工房の開拓、観光業界との連携強化につとめる。 

     ○専門家（アドバイザー） 小山明美氏 

○工房訪問ツアー参加者 

 ・参加人数 延べ２０名 

・参加者  外国人企業家，領事館職員，キュレーター，留学生、外国人ビジネ 

スマン（外資系ホテル勤務）、建築家、アパレルデザイナー等 

○工房訪問スケジュール及び訪問先 

 ・３月１２日（木）１０：００～１２：３０ 

         工房訪問先：吉村楽入，山本金属 

 ・３月１３日（金）１４：００～１６：３０ 

         工房訪問先：竹笹堂，綴苑平野 

 ・３月２５日（水）１０：００～１２：３０ 

        工房訪問先：三木漆芸，桶屋近藤 
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・３月２６日（木）１６：００～１７：３０ 

工房訪問先：島田耕園 

 ・３月２７日（金）１０：００～１２：３０ 

        工房訪問先：細見綴，合場金属   


